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The evolution of the Internet continues to proceed rapidly, and Internet shopping has 
grown with comparable speed. This paper looks at a system that makes creation of net shops 
comparatively easy. Students can understand the basic flow necessary for a net shop and, 
with relative ease, create web pages for introducing merchandise, ordering, order 
confirmation, and overviews of ordered items. With this system, which uses HTML, 
VBSCRIPT, and ASP, students can open various net shops in the closed domain of IIS and 
can learn page layout, how to make homepages, image-making, and data transfer. 
 
 
１．はじめに 
 
インターネットの進化は非常に速く、インターネットを利用したショッピングも急成長してい
る。その理由の１つとしてブロードバンドが普及し、インターネットが使用料金をあまり気にせ
ずに利用できるようになったこと、そしてもう１つには、当初はホームページを作成できる一部
の人たちだけに限られていたインターネット上での情報発信がブログやＳＮＳの急速な普及によ
り、利用者の誰もが比較的容易に情報発信をできるようになったことがある。 
ネットショップ構築のためには、ドメイン･サーバー取得、サイト構成、ページのレイアウト、
ホームページ作成方法、画像作成方法、法律（個人情報保護法、特定商取引法など）、決済方法、
商品配送方法、集客方法、アクセス解析、SEO(Search Engine Optimization)対策など様々な知
識や技術が必要である。 
 この論文は、ネットショップを構築するために必要な基本的な流れを体得し、商品紹介、注文、
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注文の確認、注文一覧を見ることのできるWEBページを比較的簡単に作成可能なシステムにつ
いての解説と考察である。このシステムは、HTML、VBSCRIPT[1]、ASP[2]を使用して作成した
もので、IIS の閉じた領域で様々なネットショップを開店してページのレイアウト、ホームペー
ジ作成方法、画像作成方法、データの受渡し等を学ぶことが可能である。 
 
 
２．ネットショップのためのシステム概要 
 
２．１ ネットショップと関連システム 
 ネットショップ教育のためのシステムでは、ネットショップ管理、会計管理、経営分析の３つ
に分けて考える。ネットショップ管理では、ネットショップで発生する情報を管理し、会計や経
営分析のために必要な情報は、会計管理や経営分析のシステムに渡す。会計管理では、元帳、日
計表、清算表、決算書（貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書など）等の作成など
を行なう。必要に応じて、消費税申告書、確定申告書の作成もする。経営分析では、財務諸表に
よる定量分析（月次残高推移、前年同月対比、損益分岐点分析、キャッシュフロー分析、収益性、
安全性、成長性等）や将来への取り組みなどの定性分析ができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
       図１ ネットショップとその関連システム 
 
２．２ ネットショップ管理の機能 
ネットショップ管理のための機能として、一般的には次のようなものが考えられる。ネットシ
ョップに登録して開店したり、ネットショップのパッケージを購入して開店したりする場合に必
要とされる基本的な機能である。 
（１）店舗管理 
会計管理 
経営分析 
ネットショップ管理 
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 店名、住所、電話番号、Ｅメールアドレス、利用規約、利用方法等の初期設定および必要に応
じて変更可能とする。 
（２）画面管理 
 トップページ、ログインページ、商品紹介ページ、商品詳細ページ、見積ページ、注文ページ、
注文確認ページ、注文照会ページ、決済指定ページ（銀行振込、郵便振替、代金引換、クレジッ
ト、コンビニ決済、ネット銀行、ポイント利用など）等の管理をする。 
（３）商品管理 
 商品登録・修正・削除、各商品のカテゴリー設定・変更等の分類管理、商品の在庫管理、商品
に対する利用者の評価管理等をする。商品の登録では、商品コード、分類（カテゴリー）、商品名、
価格、割引情報、キーワード等を入力可能とする。 
（４）顧客管理 
 顧客登録・修正・削除および顧客一覧などの管理をする。顧客の登録では、顧客コード、氏名、
住所、電話番号、Ｅメールアドレス等を入力可能とする。 
（５）受注管理 
 注文一覧（期間別、商品別、顧客別など）、配送指示などの作成および管理をする。 
（６）売上管理 
 売上一覧、売上集計（期間別、商品別、分類別、顧客別など）などの作成および管理をする。 
（７）その他 
 掲示板管理、Eメール管理（受信、送信、自動返信など）、お知らせ管理、アフィリエイト管理、
アンケート管理、懸賞管理、オークション管理、共同購入管理、ポイント管理、アクセス解析等
を必要に応じて可能とする。 
 
 
３．教育用ネットショップの構築 
 
この教育用ネットショップのシステムでは、「お店と商品の紹介」、「商品の選択、数量の指定」、
「確認画面の表示」、「注文内容の表示」ができる。 
 
３．１ 注文のガイドライン 
注文の確認、確認・訂正機会の提供については、画面例が載った経済産業省のガイドラインが
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ある。経済産業省のインターネット通販における「意に反して契約の申込みをさせようとする行
為」に係るガイドライン[3] では次のようになっている。 
  
特定商取引法第１４条では、販売業者又は役務提供事業者が、「顧客の意に反し
て売買契約若しくは役務提供契約の申込みをさせようとする行為として経済産
業省令で定めるものをした場合」において、取引の公正及び購入者等の利益が
害されるおそれがあると認めるときは、主務大臣が指示を行うことができる旨
を定めている。 
 この規定に基づき、省令第１６条では、「顧客の意に反して契約の申込みをさ
せようとする行為」の具体的内容を定めている。このうち、第一号及び第二号
が、インターネット通販に対応した規定である（第一号又は第二号のいずれか
に該当する場合に、指示の対象となる）。なお、第三号は、葉書等で申し込む場
合に対応した規定である。 
 
次に経済産業省の省令第１６条の第一号（申込みとなることの表示）と第二号（確認・訂正機
会の提供）の規定をあげる。この中にある画面例は省略した。 
    
一  販売業者又は役務提供事業者が、電子契約の申込みを受ける場合において、
電子契約に係る電子計算機の操作（当該電子契約の申込みとなるものに限る。
次号において同じ。）が当該電子契約の申込みとなることを、顧客が当該操作を
行う際に容易に認識できるように表示していないこと。 
二  販売業者又は役務提供事業者が、電子契約の申込みを受ける場合において、
申込みの内容を、顧客が電子契約に係る電子計算機の操作を行う際に容易に確
認し及び訂正できるようにしていないこと。  
 
第一号（申込みとなることの表示）については、消費者が有料の申込みとなることを
容易に認識できない行為とそれに該当しない行為が、次のように具体的に示されている。 
 
（１） 第一号は、インターネット通販において、あるボタンをクリックすれば、
それが有料の申込みとなることを、消費者が容易に認識できるように表示して
いないことを規定するもの。  
（２） 以下のような場合は、一般に、第一号で定める行為に該当しないと考え
られる。 
A. 申込みの最終段階において、「注文内容の確認」といった表題の画面（いわ
ゆる最終確認画面）が必ず表示され、その画面上で「この内容で注文する」と
いった表示のあるボタンをクリックしてはじめて申込みになる場合。 
B. いわゆる最終確認画面がない場合であっても、以下のような措置が講じられ、
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最終的な申込みの操作となることが明示されている場合。 
ア． 最終的な申込みにあたるボタンのテキストに「私は上記の商品を購入（注
文、申込み）します」と表示されている。  
イ． 最終的な申込みにあたるボタンに近接して「購入（注文、申込み）します
か」との表示があり、ボタンのテキストに「はい」と表示されている。  
（３） 以下のような場合は、第一号で定める行為に該当するおそれがある。  
A. 最終的な申込みにあたるボタン上では、「購入（注文、申込み）」などといっ
た用語ではなく、「送信」などの用語で表示がされており、また、画面上の他の
部分でも「申込み」であることを明らかにする表示がない場合。  
B. 最終的な申込みにあたるボタンに近接して「プレゼント」と表示されている
など、有償契約の申込みではないとの誤解を招くような表示がなされている場
合。  
 
第二号（確認・訂正機会の提供）については、申込みをするときに消費者が申込み内
容を容易に確認し、それが訂正できるようにするために必要とされる行為が、次のよう
に具体的に示されている。 
 
（１） 第二号は、インターネット通販において、申込みをする際に、消費者が
申込み内容を容易に確認し、かつ、訂正できるように措置していないことを規
定するもの。  
（２） 以下の I 及び II の両方を充たしているような場合は、一般に、第二
号で定める行為に該当しないと考えられる。 
I. 申込みの最終段階で、以下のいずれかの措置が講じられ、申込み内容を容
易に確認できるようになっていること。 
A. 申込みの最終段階の画面上において、申込み内容が表示される場合。 
B. 申込みの最終段階の画面上において、申込み内容そのものは表示されていな
い場合であっても、「注文内容を確認する」といったボタンが用意され、それを
クリックすることにより確認できる場合。あるいは、「確認したい場合には、ブ
ラウザの戻るボタンで前のページに戻って下さい」といった説明がなされてい
る場合。  
II  I により申込み内容を確認した上で、以下のいずれかの措置により、容易
に訂正できるようになっていること。  
A. 申込みの最終段階の画面上において、「変更」「取消し」といったボタンが用
意され、そのボタンをクリックすることにより訂正ができるようになっている
場合。  
B. 申込みの最終段階の画面上において、「修正したい部分があれば、ブラウザ
の戻るボタンで前のページに戻って下さい」といった説明がなされている場合。  
（３） 以下のような場合は、第二号で定める行為に該当するおそれがある。  
A. 申込みの最終段階の画面上において、申込み内容が表示されず、これを確認
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するための手段（「注文内容を確認」などのボタンの設定や、「ブラウザの戻る
ボタンで前に戻ることができる」旨の説明）も提供されていない場合。  
B. 申込みの最終段階の画面上において、訂正するための手段（「変更」などの
ボタンの設定や、「ブラウザの戻るボタンで前に戻ることができる」旨の説明）
が提供されていない場合。 
C. 申込みの内容として、あらかじめ（申込み者が自分で変更しない限りは）、
同一商品を複数申し込むように設定してあるなど、一般的には想定されない設
定がなされており、よほど注意していない限り、申込み内容を認識しないまま
に申し込んでしまうようになっている場合。  
 
このガイドラインに記載されていることは、消費者保護のために必要であり、必ず守って画面
および処理の流れを設計しなければならない。 
 
３．２ ページ（プログラム）の構成 
経済産業省のインターネット通販におけるガイドラインに基づき、４つのページ（プログラム）
に分割し、データはクッキーで渡す方式にした。 
ネットショップで使用するフォルダとファイルは次のようになっている。 
 
netshop.htm 
netshop1.htm 
netshop2.htm 
netshop3.asp 
お店と商品の紹介 
（Wordなどで作成） 
 
商品の選択、数量の指定 
（初期段階では、商品は３種類とする。） 
 
確認画面の表示 
（データは、クッキーで受け渡す。） 
 
注文内容を各自の注文ファイル chumon.txt に追加
する。 
 
注文ファイル chumon.txtの内容を表示する。 
（データは、＃で区切られている。） 
 
 
netshop4.asp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各自のフォルダ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
netbzフォルダ 
 
  図２ フォルダとファイル 
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Netshop.htmは、各自のフォルダの中にあり、Word（保存はHTML形式）等で各自のお店や
商品の紹介をする。各自のフォルダの中にnetbzフォルダもある。netbzフォルダの中に、HTML
とVBScriptで作成されたnetshop1.htmとnetshop2.htmおよびaspで作成されたnetshop3.asp
とnetshop4.aspがある。 
注文ファイル chumon.txt は、netbz フォルダの中の nbfile フォルダにある。nbfile フォルダ
は他から書き込みが可能になっている。 
注文ファイル chumon.txt は、Excel でデータの区切りを＃で指定して読むことができる。た
だしExcelで開いているときは、注文ファイルへ注文の追加ができない。追加できない場合には、
「注文の受付ができませんでした。画面左上の『戻る』をクリックして再度『注文します』をク
リックしてください。」のメッセージが画面に表示される。 
各プログラムの内容および販売する商品の商品名、金額等を変更方法について次に述べる。 
 
３．３ 商品の選択、数量の指定 
商品の選択、数量の指定をするnetshop1.htmを使用する。 
図３の画面例では、購入したい商品の数量を指定する。初期値は０となっている。数量を指定
したあと「合計」ボタンをクリックして合計金額を表示する。そのあとお客様番号とお名前欄に
入力して「確認」ボタンをクリックする。お客様番号、名前、商品の数量をクッキーに格納し、
netshop2.htmを起動する。 
この店名、商品名、金額、商品説明、写真は比較的簡単に変更して使用することができる。 
Document.Forms(3).Elements(1).Value=i1*金額１+i2*金額２+i3*金額３ 
上記は、合計金額を計算するために VBScript で記述された部分であるが、金額１、金額２、
金額３を商品１、商品２、商品３の１個当たりの金額（数字）に変更して使用する。ここの例で
は、商品数は３としている。 
<FORM name="F1"> 
<IMG src="image001.jpg" height=80 width=80 align="left"> 
<FONT color="#aa0077" size="5"> 
「商品名１」<BR> 
「金額１」（消費税込み）<BR> 
「商品紹介１」 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 19 号 2008.03 
 －8－
霞上記は、商品１の説明の部分である。商品１の写真を image001.jpgの名前で、netbzフォル
ダに保存する。HTML で記述された「商品名１」、「金額１」（消費税込み）、「商品紹介１」の所
にはそれぞれ商品１の商品名、金額、商品紹介を入れる。商品２、商品３についても同様にする。 
 
 
  
  図３ 商品の選択と数量指定(例)           図４ 確認画面(例) 
 
３．４ 確認画面の表示 
確認画面の表示をするnetshop2.htmを使用する。 
クッキーに格納されたお客様番号、名前、商品の数量を取り出して、図４の画面例のように商
品名、数量、商品別金額、合計金額をVBScriptを使用して表示し、「注文します」または「戻り
ます」のボタンを選択して、クリックする。「注文します」ボタンをクリックした場合は、
netshop3.asp が起動して注文内容が販売者のファイルに格納される。「戻ります」ボタンがクリ
ックされた場合はnetshop1.htmが起動する。このVBScriptで記述された金額とHTMLで記述
された商品名をnetshop1.htmと同様に変更をする。 
k1=i1*金額１ 
k2=i2*金額２ 
k3=i3*金額３ 
上記では、商品別の合計金額を計算するためにVBScriptで記述された部分であるが、金額１、
金額２、金額３を商品１、商品２、商品３の１個当たりの金額（数字）に変更して使用する。 
 
３．５ 注文内容の格納 
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注文内容をファイルに格納する netshop3.asp を使用する。このプログラムでは、販売者の注
文ファイルを追加モードで開いて、クッキーに格納されているお客様番号、名前、商品の数量お
よび現在の日時を注文ファイルに格納する。この注文ファイルは、他からアクセスが可能になっ
ている。 
 
３．６ 注文内容の表示 
注文内容を表示する netshop4.asp を使用する。このプログラムでは、販売者の注文ファイル
を読み取り専用モードで開いて、クッキーに格納されているお客様番号、名前、商品の数量およ
び注文の日時を表示する。この注文ファイルは、データを＃記号で区切ってあるのでエクセル等
でも読むことが可能である。 
 
３．７ 注文ファイルの初期設定 
chumon.txtの変更を変更する。 
Netbzフォルダの中のnbfileフォルダにある chumon.txtの商品名を変更する。 
顧客番号#名前#商品１#商品２#商品３#注文日時# 
上記は、１行目にタイトルとして表示するための記述であるが、商品１、商品２、商品３をそ
れぞれの商品名に変更する。 
 
３．８ 注文の受付と注文内容の表示 
 これまでに述べた販売する商品に基づいた各プログラムの変更が終了したならば、IIS の基で
注文の受付が可能となる。そして注文内容を表示して見ることができる。これらはネットショッ
プ一覧画面から起動できる。これまでに述べてきた処理全体の流れを図５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 図５ 注文と内容表示の流れ 
 
ネットショッ
プ一覧 
お店と商品の
紹介 
注文内容表示
商品選択 
注文一覧 
確 認 注文確定 
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４．おわりに 
 
 ネットショップ教育のためのシステムでは、これまでに述べたもので次のようなことが言える。 
（１）難易性 
 最初のお店や商品の紹介が Word でも可能なので取り掛かり易い。HTML、VBScript、ASP
で記述されたプログラムも商品名や金額などの変更部分を指定どおりに変えるだけでよい。 
（２）運用性 
 IIS（Windows Vista Premium 等に付属）が動作すればよく運用も比較的容易である。 
（３）独立性 
 独立した領域で動かすことができるので、他に影響を与えなくてすむ。 
（４）発展性 
 HTML、VBScript、ASP 等の初歩的な勉強をするだけでページのレイアウト等を自由にかえ
ることができる。 
 ネットショップでは、綺麗な画像と価格だけのページや他のページのデザインや形式だけを真
似したページではなかなか商品を売ることはできない。売り手と商品の魅力を伝える文章が、組
み込まれていなければならない。このシステムで作成する画面では、データのやり取り等の基本
的な部分以外は、ホームページ作成の知識があれば、かなり自由な変更が可能である。 
今後は、技術の進歩と共に画面での商品の展示も精細で回転できる立体的な表示の増加が予想
される。一方、セキュリティーの面での強化も予想される。ネットショップ教育のためのシステ
ムでは、このような点を考慮して、ネットショップ管理の改善とそれに連動する会計管理、経営
分析の追加をする必要がある。 
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